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津波による大阪湾の海底堆積物の再懸濁
Resuspension of Marine Sediment in Osaka Bay by Tsunami
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南海トラフ地震で引き起こされる津波で、大阪湾の海底堆積物が巻き上げられるか（再懸濁が起こるか）を無次元剪
断応力により推定した。また、再懸濁が発生する／しない条件を検討した。現在予測される津波（最大流速 1.8 m/s）で
は、大阪湾の西部（水深 30m以上）では含水率が低いため（57％以下）、再懸濁は発生しない。一方、東部（水深 30m
以下）では再懸濁が発生する。東部の 90％占める領域では含水率が高いため（60％以上）、弱い流速でも（0.5m/s）再
懸濁が始まる。比較的含水率の低い海域（47%以上）も含め、2.9m/s以上になると東部の全域で再懸濁が発生する。特
に、淀川河口などでは、強い流速が断続的に発生するため、巻き上げが起こり続ける Hot Spotとなる。大阪湾の東部の
海底堆積物は多くの物質や生物を含有していることから、懸濁物だけでなく、これらの海中へ放出が海洋環境に影響を
与える可能性がある。
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